
雑 誌 『 折 り 紙 の 科 学 』 の 原 稿 募 集 ( 2 0 1 0  5 / 3 0  第 1 版 )  

(下 記 の 内 容 は 、 変 更 さ れ る こ と が あ り ま す 。 ご 了 承 く だ さ い )  

 

日本折紙学会は，折り紙に関連した研究を促進・集約するため，論文の発表の場

を提供することを目的として，機関誌『折紙探偵団』とは別に，和文雑誌『折り紙

の科学』の発刊を計画し，その原稿を募集しています。  

日本折紙学会の会員は，本誌に，原著論文，解説，討論，講座（単発および連載），

エッセイなどを投稿することができます。本誌は査読過程を経てから掲載する論文

と，その過程を経ないものの二部構成になっています。討論，講座，エッセイなど

に関しては，自由な発表場所を提供することを旨とし査読過程を経ずに掲載します

が，編集委員会で掲載が不適当であると判断された場合は，修正を求めること，あ

るいは掲載をお断りすることがあります。  

 

『 折 り 紙 の 科 学 』 論 文 投 稿 の 案 内  

 

1 編集  

編集委員長 (Chie f  Editor )     前川淳  

副編集委員長  (Sub-chie f  Editor )  川崎敏和  

編集委員  (Editor )    西川誠司  

羽鳥公士郎  

     三谷純  

2 投稿資格  

 日本折紙学会の会員であること。  

 

3 募集内容  

 折り紙に関する研究であれば，自然科学，人文科学など、分野を問いません。  

 ただし，折り紙作品の図（折り図）は，原則として対象外となります。  

 
4 投稿先  

折り紙の科学への投稿論文の宛て先：日本折紙学会事務局  

E-mai l :  webman@origami.gr.jp 

表題：「『折り紙の科学』投稿論文」  



5 投稿論文の処理過程  

1 )  副編集委員長は，投稿論文を受け取った時点で，論文の種類・受付日を付加して

原稿ファイルを保管する。  

2 )  副編集委員長は論文の形式を審査し，修正過程を経たのち，原著論文に関しては，

査読者１名を決めて査読を依頼し，修正等の過程を経て受理決定をおこなう。受

理原稿は，受理日をつけて編集委員長に送る。  

3 )  副編集委員長が却下 ( re ject )と判断した論文は，副編集委員長が，意義申立をす

る権利があることを付記して著者に返却する。再投稿された論文は，元の，ある

いは新たな査読者に依頼し，同様に受理・却下を決定する。その結果として却下

の場合は，査読委員は書類一切を副編集委員長へ送る。副編集委員長がその後の

処理を決める。  

4 )  査読を必要としないものに関しては，副編集委員長の判断で著者に修正を依頼し，

受理の決定をする。受理原稿は，編集委員長に送る。  

5 )  編集委員長は，各号の内容の編集をおこなう。  

6 )  査読審査を含め編集方針は，編集委員会議にて改定することができる。  

 



原 稿 作 成 要 領  

論文は PDF ファイルにし，電子メールに添付し， w e b m a n @ o r i g a m i . g r . j p に送

ってください。投稿された原稿はそのまま印刷されますので，以下の点に注意して

ください。  

1 )  Ｂ５用紙。上下 25ｍｍ，左右 20mm の余白をとってください。  

2 )  １段組み。横書き。  

3 )  １頁 40 行程度， l 行 40 字程度。原著論文，解説論文等は刷り上り１０ページ程

度，速報は刷り上がり 4 頁以内を原則とします。  

4 )  図や表は，本文中に張り込み，図の下に名称や短い説明をつけてください。  

5 )  最初のページには，タイトル・氏名・所属・連絡先・電子メールアドレス・英文

Keywords(数個 )をお書きください。英文のタイトル，所属および要約を併記し

てください。  

6 )  第１ページのみ最後の１行を空けてください。受付日などの管理情報に使用しま

す。  

7 )  引用文献は本文の最後に「文献」という見出しとともに古い順に記してください。 

8 )  ページ番号は印刷しないでください。  

9 )  以上の作成要領と大きく異なる場合は，改訂をお願いすることがあります。  

 

投 稿 料 な ど  

1)  １ページあたり１０００円です。  

投稿時に振り込んでください。  

振込口座  

 三井住友銀行  白山支店（店番号 228）  

普通  6660593 

 口座名  日本折紙学会  

2)  ２回目以降の形式のチェックは有料（１ページあたり２００円）となります。  



詳 し い 説 明  

 

文章を書き始める前に設定すること  

1  用紙サイズはＢ５。  

2  特別な理由がないかぎり一段組みとします。  

3  左右 20mm ずつ，上下 25mm ずつの余白をとってください。  

4  文字サイズは 10 ポイントです。ただし論文のタイトルのみ 14 ポイントです。  

5  フォントは明朝体 (なければ明朝体に極力近いもの )にしてください。ゴチック，斜

体，太文字などを混ぜないでください。  

6  １ページは 40 行程度にしてください。 1 行は 40 字程度です。  

7  原著論文，解説論文等は刷り上り１０ページ程度，その他速報等は 4 ページ以内

を原則とします。  

 

本文の前に書くべきこと（論文のタイトルや投稿者など）の形式  

8  中揃えしてください。  

9  一行目に論文タイトルを 14 ポイントで書いてください。  

10  一行あけて投稿者氏名を書いてください。  

11  次の行以降に，所属，連絡先，電子メールアドレスを書いてください。  

12  １行空けて英語で、タイトル、報告者氏名、所属、住所を書いてください。メール

アドレスは重複して書かないでください。  

ここまで（ 9～ 12）は中揃えです。この先は両揃えで、要約とキーワード、本文を書き

ます。  

13  12 のあと１行空けて，日本語で要約とキーワードを書きます。  

14  次の行に英語で要約とキーワードを書きます。  

15  英語への翻訳（有料）の斡旋します。  

 

本文  

16  ひとまとめに書いても構いませんが、複数の節に分けた方が読みやすくなります。  

17  結論は必ず書いてください。  

18  本文中で引用した文献（論文や書籍など）は最後にそのリストを書いてください。

文献は，古い順に並べてください。  

19  図，表，写真は原稿に取り込んで本文に張り込んでください。白黒印刷なので，カ

ラー写真はやや見にくくなります。  

20  もっとも重要なのは論文の内容です。この論文で何が明らかになったのかを明確に

示してください。「これまで○○氏はこのようなことを試み、△△の結果を得ていた。



しかし◇◇の部分は未解決であった。報告者は、◇◇の完全解決ではないが、その

一部◆◆について問題を解決した。」という感じでしょうか。  

21  さらに注意すべきことは，似た研究が既にないか確認することです。先人の研究結

果につながる形で自分の論文が存在している，という流れで書きましょう。よほど

画期的でない限り先人の研究はあるものです。  

 

投稿と審査  

22  投稿料は１ページ１０００円です。  

23  最終原稿はＢ５の PDF ファイルにし，電子メールに添付して投稿してください。PDF

ファイル以外、たとえば word ファイルなどは受け付けません。  

24  メールの題目は，「投稿者氏名  論文タイトル」にしてください。  

25  投稿先は w e b m a n @ o r i g a m i . g r . j p

26  メールを受信したら、「受け付けました」と返信します。PDF ファイルの添付忘れな

どのお知らせはしません。数日しても返信が無い場合は問い合わせのメールを送っ

てください。  

27  校正などの連絡はすべて電子メールで行います。その他の連絡方法は一切受け付け

ません。  

28  受け付けた原稿はまず、形式がチェックされます。形式に不備があればメールでお

知らせします。指示された部分を修正したら，再投稿（もちろんメールで）してく

ださい。２回目以降の形式チェックは有料（１ページあたり２００円）となります。  

29  形式チェックをクリアしたものは，内容の審査（査読）を受けます。査読で修正が

必要と判断された場合は修正をお願いします。修正後の論文は、最初の投稿と同じ

ように電子メールに添付して送って下さい。  

 

 

 





 

 

 



 

 

 


